
十
二
月
四
日
　
ス
ー
チ
ャ
ン
第
十
一
収
容
所
第
二

分
所
に
入
る
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
一
日
　
ス
ー
チ
ャ
ン
二
十
四
、
二
十
五
番

炭
坑
に
て
、
採
炭
並
び
に
坑
道
掘
削

作
業
に
従
事
す
る
。

昭
和
二
十
三
年
六
月
二
十
八
日
　
炭
坑
作
業
終
了
の
通
告
を
受

け
る
。

六
月
三
十
日
　
ス
ー
チ
ャ
ン
収
容
所
を
出
発
す

る
。

七
月
十
三
日
　
ナ
ホ
ト
カ
港
に
て
大
郁
丸
に
乗

船
、
出
港
。

七
月
十
七
日
　
舞
鶴
上
陸
、
復
員
。

本
籍
地
　
和
歌
山
県
新
宮
市
新
宮
五
六
四
五
番
地

終
戦
時
の
職
名
　
飛
行
兵
（
機
関
工
手
）

最
も
長
く
居
た
収
容
所
名
　
ス
ー
チ
ャ
ン
市
第
十
一
収
容
所
第

二
分
所

（
広
島
県
　
山
田
浩
造
）

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
体
験
記
　 

広
島
県
　
桝
上
竹
士
　 

生
地
獄
の
抑
留
体
験
に
激
し
い
怒
り
を
持
ち
続
け
な
が
ら
、

こ
の
事
実
を
永
く
、

正
し
く
後
世
に
伝
え
る
べ
く
ペ
ン
を
執
る
。

私
は
、
ソ
連
は
大
国
で
あ
る
と
小
学
校
の
先
生
か
ら
聞
か
さ

れ
て
い
た
。
終
戦
後
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
命
令
に
よ
り
、
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
、
日
ソ
不
可
侵
条
約
を
踏
み
に
じ
っ
て
旧
満
州
か
ら
日

本
軍
人
、
邦
人
等
六
十
万
人
余
を
拉
致
、
し
か
も
満
州
か
ら
船

で
日
本
に
帰
す
と
大
嘘
を
言
い
、
着
い
た
ソ
連
の
そ
れ
ぞ
れ
の

地
で
苛
酷
な
強
制
の
労
働
、
加
え
て
零
下
三
十
度
～
四
十
度
と

い
う
極
寒
の
中
、
薄
い
外
套
、
極
く
わ
ず
か
な
食
糧
の
上
に
ノ

ル
マ
、
ノ
ル
マ
の
罵
声
、
さ
ら
に
栄
養
失
調
の
我
々
日
本
人
を

た
お
れ
る
ま
で
だ
ま
し
続
け
て
使
い
、
そ
の
た
め
数
万
人
が
死

す
と
い
う
、
言
語
に
絶
し
た
非
人
道
的
行
為
は
絶
対
に
私
の
頭

か
ら
消
え
ず
、
許
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
今
、
多
く
の
亡
く
な
っ

た
方
々
の
御
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
す
る
も
の
で
あ
る
。



昭
和
二
十
年
八
月
二
十
日
朝
、
鏡
泊
湖
台
地
に
師
団
部
隊
が

整
列
、
ソ
連
軍
団
主
力
部
隊
の
到
着
を
待
つ
。
赤
鹿
兵
団
と
現

地
停
戦
協
定
成
立
、
師
団
長
赤
鹿
中
将
は
「
本
日
、
軍
は
全
面

停
戦
を
な
す
。
諸
君
は
た
だ
今
た
だ
ち
に
ソ
連
軍
の
指
揮
下
に

入
る
べ
し
。
余
は
先
行
す
る
。
で
は
諸
君
、
達
者
で
、
健
康
を

祈
る
」
と
最
後
の
訓
示
を
さ
れ
、
ソ
連
軍
に
連
行
さ
れ
た
。
ソ

連
軍
が
参
戦
し
て
僅
か
十
日
に
し
て
戦
わ
ず
し
て
停
戦
、
さ
ら

に
ソ
連
軍
の
指
揮
下
で
部
隊
解
散
の
憂
き
め
に
遭
う
。
我
々
は

食
糧
、
衣
類
等
を
持
て
る
だ
け
持
ち
、
出
発
準
備
を
整
え
待
機

す
る
も
、
営
外
居
住
将
校
の
家
族
の
準
備
に
手
間
ど
り
、
鏡
泊

湖
を
出
発
し
た
の
は
昼
を
相
当
過
ぎ
た
よ
う
に
思
う
。

準
備
の
終
わ
っ
た
順
に
、
歩
兵
部
隊
、
砲
兵
部
隊
、
工
兵
隊

出
発
、
私
達
工
兵
小
隊
は
、
部
隊
の
最
後
尾
を
行
軍
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
行
軍
に
慣
れ
た
歩
兵
部
隊
が
先
頭
の
た
め
に
途
中

で
隊
列
が
乱
れ
先
頭
と
の
距
離
が
開
き
、
ソ
軍
兵
に
せ
き
立
て

ら
れ
度
々
駆
け
足
で
先
頭
に
追
い
付
き
、
随
分
と
苦
労
す
る
。

行
き
先
も
分
か
ら
ず
、
何
処
を
ど
の
方
向
に
歩
い
て
い
る
か
も

皆
目
分
か
ら
ず
、
た
だ
た
だ
先
頭
に
遅
れ
ま
い
と
懸
命
に
歩
き

続
け
た
。

八
月
二
十
一
日
か
二
十
二
日
か
、
確
か
な
記
憶
は
な
い
が
、

日
本
軍
の
駐
屯
地
に
各
地
か
ら
集
合
し
て
来
た
。
営
庭
に
整
列

し
、
身
体
、
携
帯
品
の
検
査
が
あ
り
、
苦
労
し
て
持
っ
て
来
た

食
糧
、
衣
類
全
部
を
押
収
さ
れ
、
着
の
み
着
の
ま
ま
と
な
る
。

ソ
連
兵
が
一
番
欲
し
が
っ
た
の
は
時
計
、
万
年
筆
だ
っ
た
。
こ

こ
に
来
る
ま
で
に
、
ソ
連
兵
に
ほ
と
ん
ど
全
員
強
奪
さ
れ
た
。

当
初
、

ソ
連
兵
で
時
計
を
持
っ
て
い
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ

た
が
、
し
ま
い
に
は
一
個
や
二
個
で
は
な
く
、
四
個
も
五
個
も

腕
に
は
め
、
得
意
に
な
っ
て
い
る
者
が
い
た
。

次
々
と
集
結
し
て
来
る
部
隊
は
、
従
来
の
編
成
を
解
き
、
千

五
百
人
を
単
位
と
す
る
混
成
作
業
大
隊
に
編
成
さ
れ
た
。
こ
こ

で
の
編
成
指
揮
は
ソ
連
軍
の
手
で
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
計
算
能

力
の
低
い
の
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

我
々
を
五
列
縦
隊
に
並
ば
せ
、

一
列
ず
つ
前
に
出
さ
せ
、
手
の
指
を
十
本
使
っ
て
し
ま
う
と
、

そ
の
五
十
人
は
別
の
場
所
に
移
動
さ
せ
、
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に

す
る
。
同
じ
こ
と
を
三
十
回
繰
り
返
し
、
漸
く
一
個
大
隊
の
編

成
を
終
わ
る
。
な
ん
と
時
間
の
か
か
る
こ
と
お
び
た
だ
し
い
。

私
達
は
延
吉
か
ら
来
た
砲
兵
隊
を
主
力
に
し
て
千
五
百
人
の
作

業
大
隊
が
編
成
さ
れ
た
。
砲
兵
隊
の
多
く
は
年
配
の
召
集
兵
の



人
が
多
い
。
大
隊
長
は
石
川
少
尉
、
延
吉
で
既
に
一
個
大
隊
の

作
業
隊
を
ソ
連
側
に
よ
り
編
成
さ
れ
て
来
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
私
達
も
鏡
泊
湖
を
出
発
し
て
か
ら
ソ
連
側
か
ら
何
の
説
明

も
な
く
、
た
だ
警
護
の
兵
隊
に
「
ヴ
ィ
ス
ト
ラ
、
ダ
ワ
イ
（
急

げ
）

」
と
せ
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
ど
こ
に
行
く
の
か
さ
っ
ぱ

り
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
作
業
隊
が
編
成
さ
れ
た
今
、
帰
国
の

希
望
は
無
残
に
も
打
ち
砕
か
れ
た
。

編
成
さ
れ
た
千
五
百
人
の
一
団
は
さ
ら
に
行
進
す
る
。
方
向

が
北
か
南
か
、
日
に
ち
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
行
進
す
る
。
鏡
泊

湖
か
ら
無
理
し
て
持
っ
て
来
た
食
糧
、
衣
類
を
取
り
上
げ
ら
れ
、

身
軽
く
な
っ
た
。
体
力
の
劣
る
召
集
兵
と
一
緒
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
の
行
軍
は
随
分
と
楽
に
な
っ
た
。
長
い
道
の
り
を
行
軍
し

て
広
い
野
原
に
用
意
さ
れ
た
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
た
。
周
囲
は
見

渡
す
限
り
の
広
野
で
、
民
家
、
人
影
は
我
々
以
外
全
く
な
い
。

列
車
は
少
し
走
っ
て
は
い
つ
も
民
家
が
遠
く
離
れ
た
駅
の
な
い

野
原
で
長
時
間
停
車
す
る
。

ど
れ
く
ら
い
走
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

列
車
は
民
家
の
散
在
す
る
ア
ム
ー
ル
河
岸
に
出
た
。
川
上
に
ソ

連
軍
の
江
上
艦
隊
が
停
泊
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
て
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ッ
ク
に
着
い
た
と
皆
小
躍
り
し
て
喜
ん
だ
が
、
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
郊
外
の
港
で
、
列
車
に
乗
っ
た
の
は
ソ
連
領
に
入
っ
て
か

ら
だ
と
後
で
知
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
街
に
入
る
。
ソ
連
兵
の
警

戒
が
厳
し
く
な
る
。
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
駅
に
下
車
、
郊
外
の
収
容

所
へ
。
玄
関
に
日
本
人
が
作
っ
た
大
時
計
が
あ
り
、
多
く
の
日

本
人
が
忙
し
く
往
来
し
て
い
た
。
市
街
の
浴
場
で
入
浴
し
、
衣

類
を
消
毒
し
て
健
康
診
断
を
受
け
た
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
列
車

で
北
上
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
に
到
着
。
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
は
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
ア
ム
ー
ル
河
を
下
る
こ
と
約
三
百
キ
ロ
で
あ
っ

て
、
発
展
途
上
の
新
興
工
業
都
市
で
、
交
通
の
一
大
要
衝
で
あ
っ

た
。
収
容
所
は
郊
外
の
閑
静
な
所
に
あ
っ
た
。
角
材
を
積
み
重

ね
た
二
階
建
て
の
大
き
な
倉
庫
を
改
造
し
た
も
の
で
、
周
囲
に

は
真
新
し
い
板
壁
を
張
り
巡
ら
し
、
四
隅
に
は
望
楼
が
立
ち
、

自
動
小
銃
を
腰
に
ソ
連
兵
が
立
哨
警
戒
す
る
。
抑
留
生
活
が
始

ま
っ
た
当
初
は
、
満
州
か
ら
掠
奪
し
て
来
た
鉄
鋼
、
機
械
、
石

炭
、
主
と
し
て
工
業
資
材
を
貨
車
か
ら
お
ろ
す
危
険
な
重
労
働

で
あ
っ
た
。
貨
車
の
回
転
を
早
く
す
る
た
め
、
夜
中
で
も
叩
き

起
こ
さ
れ
て
「
ヴ
ィ
ス
ト
ラ
、
ダ
ワ
イ
」
で
あ
る
。
ひ
っ
き
り

な
し
に
貨
車
が
入
っ
て
来
る
の
で
作
業
時
間
が
定
ま
ら
ず
、
睡



眠
が
不
足
し
、
そ
の
上
、
何
よ
り
も
食
糧
が
飯
盒
に
半
分
の
高

梁
粥
が
当
た
れ
ば
よ
い
方
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
同
見
る
見
る
う

ち
に
栄
養
失
調
に
陥
っ
た
。
先
ず
胃
腸
の
弱
い
者
が
斃
れ
、
次

い
で
肺
炎
な
ど
呼
吸
器
病
で
斃
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
う
ち
入
浴

が
で
き
な
い
た
め
に
虱
が
湧
き
、

発
疹
チ
フ
ス
が
猖
獗
を
極
め
、

高
熱
に
う
な
さ
れ
て
ぽ
っ
く
り
ぽ
っ
く
り
と
死
ん
で
い
っ
た
。

大
隊
千
五
百
人
の
う
ち
、
二
十
一
年
一
月
中
旬
ま
で
に
実
に
百

六
十
余
人
が
憤
怨
の
う
ち
に
死
亡
し
た
の
で
あ
る
。

工
業
資
材
の
お
ろ
し
作
業
も
一
段
落
し
、
私
達
小
隊
は
、
若

い
現
役
兵
ば
か
り
四
十
人
ぐ
ら
い
で
ア
ム
ー
ル
河
の
土
砂
を
貨

車
に
積
載
す
る
重
作
業
に
出
さ
れ
た
。
朝
、
薄
暗
い
う
ち
に
収

容
所
を
出
て
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
の
市
街
ま
で
歩
き
、
そ
こ
か
ら

軽
便
鉄
道
で
ア
ム
ー
ル
河
岸
ま
で
行
き
、
さ
ら
に
作
業
場
ま
で

歩
か
さ
れ
た
。
収
容
所
か
ら
市
街
ま
で
四
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
道
を

一
人
の
警
備
で
軍
歌
を
歌
い
な
が
ら
行
進
を
さ
せ
る
。
市
街
近

く
に
な
る
と
子
供
や
老
人
が
ど
こ
か
ら
か
集
ま
っ
て
来
て
「
ヤ

ポ
ン
ス
キ
ー
マ
ツ
オ
カ
」「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
バ
ン
ザ
イ
」
と
叫

ぶ
。
は
じ
め
は
万
歳
と
我
々
を
歓
迎
す
る
の
か
と
思
っ
た
が
、

ど
う
や
ら
「
日
本
軍
は
両
手
を
挙
げ
て
降
参
し
た
捕
虜
だ
」
と

あ
ざ
け
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
ぐ
ら
い
敗
戦
の
惨
め
さ

を
痛
切
に
感
じ
、

情
け
な
く
腹
立
た
し
く
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。

警
戒
兵
一
人
で
道
中
別
段
せ
き
立
て
る
で
も
な
く
、
総
て
日

本
人
が
指
揮
を
執
り
、
作
業
現
場
で
は
人
の
よ
さ
そ
う
な
中
老

の
監
督
が
、
片
言
の
ロ
シ
ア
語
が
出
来
る
日
本
人
と
交
渉
し
て

作
業
を
さ
せ
る
。
土
砂
運
搬
用
の
貨
車
三
台
に
河
砂
を
い
っ
ぱ

い
積
み
込
む
作
業
だ
が
、

日
本
の
倍
く
ら
い
あ
る
大
き
な
ス
コ
ッ

プ
で
の
慣
れ
な
い
作
業
は
大
変
に
辛
か
っ
た
が
、
午
前
一
回
、

午
後
一
回
、
計
二
回
だ
け
貨
車
が
入
っ
て
く
る
の
で
実
働
時
間

が
短
く
、
収
容
所
か
ら
作
業
場
ま
で
の
往
復
時
間
が
長
く
休
憩

時
間
も
多
く
、
結
構
楽
し
い
思
い
を
し
た
。

冬
に
な
り
屋
外
作
業
が
出
来
な
く
な
っ
て
か
ら
は
市
街
の
屋

内
作
業
を
し
た
。
そ
の
頃
、
所
内
の
医
療
施
設
も
整
い
、
入
ソ

以
来
初
め
て
健
康
診
断
が
実
施
さ
れ
た
。

軍
医
の
診
断
は
な
か
っ

た
が
日
本
の
衛
生
兵
が
体
温
を
計
り
、
三
十
八
度
以
上
の
発
熱

者
は
作
業
免
除
、
所
内
休
養
、
重
症
者
に
は
所
内
の
医
務
病
棟

で
療
養
診
断
が
な
さ
れ
た
。
私
は
衛
生
下
士
官
の
取
り
計
ら
い

で
四
十
度
の
高
熱
と
い
う
こ
と
で
医
務
病
棟
に
入
院
し
た
。
二

階
の
広
間
に
設
備
さ
れ
た
病
室
に
は
首
薪
し
い
シ
ー
ツ
の
掛
か
っ



た
ベ
ッ
ド
が
十
台
く
ら
い
あ
り
、
重
症
で
動
け
な
い
患
者
二
人

と
入
院
し
た
。
食
事
は
病
人
食
白
パ
ン
が
給
与
さ
れ
た
。
そ
の

ほ
か
マ
ホ
ル
カ
（
煙
草
）
も
支
給
さ
れ
た
。
二
ヵ
月
ぐ
ら
い
で

退
院
を
申
し
出
、
作
業
隊
に
帰
っ
た
。
春
に
な
っ
て
今
度
は
ソ

連
軍
医
の
健
康
診
断
が
あ
り
、
百
人
近
い
者
が
栄
養
失
調
と
診

断
さ
れ
、

労
働
不
適
格
で
他
の
収
容
所
に
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
私
も
そ
の
う
ち
の
一
人
だ
っ
た
が
、
石
川
大
隊
長
か
ら

「
病
人
は
他
の
所
に
移
さ
れ
て
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
君

の
代
わ
り
に
○
○
を
出
し
た
の
で
君
は
当
分
○
○
を
名
乗
り
こ

こ
に
残
れ
」
と
言
わ
れ
、
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
夏
に
そ
の
人

達
は
他
の
収
容
所
に
移
送
さ
れ
、

そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で
あ
っ

た
。
帰
国
し
て
後
で
解
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
人
達
は
二

十
一
年
十
二
月
八
日
帰
国
第
一
陣
で
、
大
久
丸
・
恵
山
丸
の
二

隻
で
合
わ
せ
て
五
千
人
が
舞
鶴
港
に
上
陸
、
帰
国
し
て
い
た
。

そ
の
頃
に
は
抑
留
生
活
に
も
多
少
慣
れ
、
所
内
も
よ
う
や
く

整
備
さ
れ
て
、
散
髪
、
入
浴
場
も
設
備
さ
れ
、
所
内
で
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
。
朝
夕
の
食
事
も
食
券
で
食
堂
で
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
民
主
化
運
動
が
ボ
ツ
ボ
ツ
芽
生
え
て
、
将
校

批
判
を
起
こ
さ
せ
、
作
業
隊
か
ら
将
校
を
追
放
し
、
新
し
く
隊

長
と
幹
部
を
選
出
さ
せ
た
。
作
業
か
ら
疲
れ
て
帰
り
、
二
階
の

薄
暗
い
裸
電
球
の
下
で
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
派
遣
さ
れ
た
オ
ル

グ
の
真
（
新
）
民
主
主
義
の
講
義
を
聞
く
の
は
作
業
以
上
に
辛

か
っ
た
が
、
そ
う
し
な
い
と
帰
国
が
遅
れ
る
と
言
う
の
で
皆
仕

方
な
く
出
席
し
た
。

年
が
明
け
て
、
私
達
健
康
の
す
ぐ
れ
な
い
者
百
人
ぐ
ら
い
で

作
業
隊
を
編
成
し
て
、
行
き
先
も
知
ら
さ
れ
ず
に
突
然
に
移
動

が
始
ま
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
の
冬
は
寒
く
、
そ
の
も
の
が
ま
る
で

牢
獄
で
、
明
け
て
も
暮
れ
て
も
灰
色
の
空
か
ら
チ
ラ
チ
ラ
と
粉

雪
が
舞
い
、
そ
の
寒
さ
は
「
寒
い
と
い
う
よ
り
も
刃
物
で
切
ら

れ
る
よ
う
な
痛
さ
」
で
あ
る
。
老
年
で
病
弱
の
多
い
一
行
の
徒

歩
移
動
は
容
易
で
な
く
、

そ
の
苦
労
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
。

途
中
物
凄
い
寒
波
に
襲
わ
れ
て
、
凍
傷
に
か
か
り
歩
行
困
難
と

な
り
凍
死
す
る
者
が
続
出
し
、
止
む
な
く
河
岸
の
漁
獲
倉
庫
で

雪
嵐
を
避
け
る
こ
と
に
し
た
。
大
き
な
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
倉
庫

に
は
暖
房
設
備
等
勿
論
な
く
、
寝
具
も
何
一
つ
な
い
。
ド
ラ
ム

缶
の
ス
ト
ー
ブ
を
出
入
り
口
に
一
つ
備
え
た
が
全
く
暖
房
効
果

は
な
く
、
昼
間
は
運
動
し
て
身
体
を
動
か
し
何
と
か
寒
さ
を
凌

ぐ
こ
と
が
で
き
た
が
、
夜
は
外
套
に
身
体
を
包
み
ブ
ル
ブ
ル
震



え
な
が
ら
、
小
便
に
十
数
回
も
往
復
、
全
然
眠
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。
老
齢
者
の
多
く
が
斃
れ
、
多
い
時
に
は
一
日
三
人

も
四
人
も
が
死
ん
だ
。
死
者
は
裸
に
し
て
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
、

ア
ム
ー
ル
河
に
運
び
捨
て
た
と
聞
い
て
い
る
。
一
行
の
半
数
が

中
年
の
召
集
兵
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
重
労
働
と
寒
さ
と
飢
え

に
さ
い
な
ま
れ
、
栄
養
失
調
で
尽
き
ぬ
恨
み
を
残
し
て
死
ん
で

い
っ
た
の
で
あ
る
。
誠
に
気
の
毒
で
あ
る
が
、
ど
う
す
る
こ
と

も
出
来
な
か
っ
た
。

ど
れ
く
ら
い
そ
こ
で
過
ご
し
た
か
記
憶
に
な
い
が
、
寒
波
も

過
ぎ
て
幾
分
暖
か
く
な
っ
て
、
見
渡
す
限
り
灌
木
の
生
い
茂
る

野
原
を
ア
ム
ー
ル
河
下
流
に
進
み
、
広
い
コ
ル
ホ
ー
ズ
（
農
場
）

に
到
着
。
農
場
に
は
数
人
の
ロ
シ
ア
婦
人
が
働
い
て
い
た
。
私

達
の
姿
を
見
て
皆
仕
事
の
手
を
休
め
、
口
々
に
「
ハ
ラ
シ
ョ
ー
、

ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
ハ
ラ
シ
ョ
ー
」
と
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
農
場
中

央
の
野
菜
貯
蔵
庫
に
枯
れ
草
を
敷
き
、
宿
舎
と
し
て
用
意
さ
れ

た
。

就
寝
し
て
夜
中
に
か
ゆ
い
と
い
う
よ
り
痛
い
の
で
見
る
と
、

五
ミ
リ
は
あ
る
大
き
な
ダ
ニ
が
身
体
中
と
こ
ろ
構
わ
ず
食
い
込

み
血
を
吸
う
の
に
は
閉
口
し
た
。
特
に
股
間
の
柔
ら
か
い
と
こ

ろ
に
身
体
半
分
食
い
込
み
、
血
を
吸
っ
て
赤
く
染
ま
っ
た
尻
尾

を
覗
か
せ
て
い
る
の
に
驚
き
、
指
で
つ
ま
み
取
る
と
尻
尾
だ
け

が
取
れ
て
頭
が
残
っ
た
。
先
の
尖
っ
た
物
で
掘
り
出
さ
な
い
と

取
り
出
せ
な
い
の
だ
。

翌
日
か
ら
農
作
業
を
始
め
た
。
農
業
の
経
験
の
あ
る
者
は
野

菜
貯
蔵
庫
の
前
の
苗
床
に
野
菜
の
種
を
播
種
し
て
苗
を
育
て
た
。

他
の
者
は
馬
鈴
薯
の
植
え
付
け
作
業
を
す
る
畠
に
三
十
セ
ン
チ

ぐ
ら
い
の
間
隔
で
穴
を
掘
り
、
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て
来
る
種

芋
を
播
く
の
で
あ
る
が
、
ノ
ル
マ
は
種
芋
の
量
に
よ
っ
て
今
日

は
ト
ラ
ッ
ク
何
台
分
と
決
め
ら
れ
る
。
初
め
は
一
つ
穴
に
二
切

れ
か
ら
三
切
れ
を
植
え
て
い
た
が
、
そ
れ
で
は
ノ
ル
マ
が
達
成

さ
れ
な
い
の
で
、
ソ
連
人
の
目
を
か
す
め
大
き
な
穴
を
掘
り
、

そ
の
中
に
十
切
れ
も
二
十
切
れ
も
放
り
込
ん
で
素
早
く
土
を
覆
っ

て
な
ん
と
か
ノ
ル
マ
を
達
成
し
た
。
シ
ベ
リ
ア
の
野
菜
（
馬
鈴

薯
）
の
成
長
は
早
く
、
間
も
な
く
し
て
収
穫
の
時
期
が
来
る
。

収
穫
の
作
業
ノ
ル
マ
は
こ
ん
ど
は
畠
の
面
積
で
決
め
る
。
両
足

間
に
茎
を
挟
み
、
茎
だ
け
引
き
抜
き
誤
魔
化
し
て
ノ
ル
マ
を
達

成
す
る
。
ソ
連
は
収
穫
作
業
を
抑
留
者
の
健
康
回
復
の
一
つ
の

手
段
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
、
収
穫
物
を
宿
舎
に
持
ち
帰
る
こ

と
は
固
く
禁
じ
て
い
た
が
、
作
業
現
場
で
煮
て
食
べ
る
の
は
何



も
言
わ
な
い
の
で
、
皆
飯
盒
持
参
で
作
業
し
て
、
見
る
見
る
う

ち
に
健
康
回
復
し
元
気
に
な
っ
た
。
そ
の
反
面
、
ソ
連
の
基
本

姿
勢
は
、
明
ら
か
に
労
働
に
役
立
た
な
い
者
は
抑
留
し
て
も
意

味
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
私
達
栄
養
失
調
の
者
を
雪
嵐
の

中
を
移
動
さ
せ
れ
ば
死
亡
者
が
出
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ

と
を
十
分
承
知
の
上
で
そ
う
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の

こ
と
は
私
の
深
い
心
の
中
に
秘
め
た
こ
と
で
、
想
い
出
す
の
も

嫌
で
、
思
う
と
今
で
も
ゾ
ー
ッ
と
す
る
の
で
あ
る
。

二
十
二
年
四
月
に
は
帰
国
が
再
開
さ
れ
た
が
、
私
達
は
知
ら

な
か
っ
た
。
六
月
終
わ
り
に
は
シ
ベ
リ
ア
の
広
い
野
山
に
タ
ン

ポ
ポ
、
ツ
ツ
ジ
の
花
が
一
斉
に
咲
き
、
厚
い
氷
に
閉
ざ
さ
れ
た

ア
ム
ー
ル
河
の
氷
が
大
き
な
音
と
共
に
割
れ
、
流
れ
始
め
る
。

そ
う
し
た
あ
る
日
、
何
の
前
ぶ
れ
も
な
く
突
然
ソ
連
兵
が
や
っ

て
来
て
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ダ
モ
イ
、
ダ
ワ
イ
ダ

ワ
イ
・
ヴ
ィ
ス
ト
ラ
・
ダ
ワ
イ
」
と
せ
き
立
て
る
。
支
度
も
そ

こ
そ
こ
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
を
出
発
し
た
。

そ
の
頃
シ
ベ
リ
ア
各
地
の
収
容
所
で
は
民
主
化
運
動
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
。
私
は
幸
い
な
こ
と
に
民
主
化
運
動
の
芽
生

え
た
頃
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
出
た
の
で
民
主
化
運
動
が
ど
ん
な
も

の
か
全
く
知
ら
な
い
。
途
中
、
写
真
、
メ
モ
等
野
原
に
捨
て
身

辺
の
整
理
を
し
た
。
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
で
列
車
に
乗
り
東
に
進

む
。
車
中
で
に
わ
か
仕
立
て
の
民
主
化
教
育
が
実
施
さ
れ
、
反

動
分
子
、
天
皇
島
に
敵
前
上
陸
、
吊
る
し
上
げ
、
ソ
同
盟
に
感

謝
と
か
、
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
を
耳
に
す
る
が
、
オ
ル
グ
の
言
っ

て
い
る
こ
と
は
全
然
理
解
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
反
動
分

子
は
帰
国
さ
せ
な
い
、
民
主
化
さ
れ
た
者
か
ら
優
先
帰
国
さ
せ

る
と
い
う
の
で
、
解
っ
た
よ
う
に
装
っ
て
聞
い
て
い
た
。

七
月
中
旬
ナ
ホ
ト
カ
に
着
く
。
港
の
丘
に
奥
か
ら
第
一
、
二
、

三
収
容
所
が
並
び
、
順
次
進
ん
で
乗
船
す
る
ら
し
く
、
第
二
収

容
所
か
ら
第
一
収
容
所
に
返
さ
れ
た
り
、
折
角
第
三
収
容
所
ま

で
行
き
、
反
動
的
な
行
動
で
シ
ベ
リ
ア
に
逆
戻
り
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
十
分
注
意
し
て
行
動
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

私
達
コ
ル
ホ
ー
ズ
組
は
順
調
に
進
ん
で
七
月
二
十
四
日
朝
、

引
揚
船
第
一
大
拓
丸
に
乗
船
、
ナ
ホ
ト
カ
港
を
出
航
し
七
月
二

十
八
日
舞
鶴
港
に
入
港
。
船
内
で
検
疫
を
済
ま
せ
、
い
よ
い
よ

上
陸
で
あ
る
。
埠
頭
に
は
多
く
の
人
々
が
日
の
丸
の
旗
を
振
り

「
ご
苦
労
様
で
し
た
」
と
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
四
年
三
ヵ
月
ぶ



り
、
懐
か
し
い
祖
国
日
本
の
土
を
し
っ
か
り
と
踏
み
し
め
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

私
は
戦
後
五
十
年
過
ぎ
て
今
な
お
心
残
り
な
の
は
、
終
戦
も

近
い
八
月
十
三
日
、
ソ
連
軍
戦
車
が
牡
丹
江
掖
河
を
攻
撃
し
て

き
た
の
で
、
東
京
城
の
軍
官
舎
の
焼
却
の
命
令
を
受
け
、
焼
却

警
戒
中
に
、
燃
え
落
ち
る
官
舎
の
横
を
国
境
の
開
拓
団
か
ら
避

難
し
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
、
後
脚
を
一
本
切
断
さ
れ
た
裸
馬
に

僅
か
ば
か
り
の
荷
物
を
負
わ
せ
た
老
夫
婦
が
足
を
引
き
ず
り
な

が
ら
南
下
し
て
行
っ
た
。
お
そ
ら
く
避
難
の
途
中
で
仲
間
と
は

ぐ
れ
二
人
だ
け
の
逃
避
行
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
の
悲
惨
な
姿

は
、
見
る
に
堪
え
な
か
っ
た
。
着
の
み
着
の
ま
ま
で
、
頼
る
者

も
な
く
不
眠
不
休
で
歩
き
続
け
て
疲
労
困
憊
し
、
お
互
い
口
も

き
か
ず
追
わ
れ
る
よ
う
に
通
り
過
ぎ
た
。
あ
ま
り
に
も
哀
れ
な

姿
に
慰
め
の
言
葉
も
な
く
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
後
を

追
っ
て
倉
庫
の
砂
糖
を
持
っ
て
行
か
な
い
か
と
声
を
掛
け
た
が
、

無
言
で
に
ら
み
つ
け
て
去
っ
て
行
っ
た
。
多
く
の
開
拓
団
が
い

た
が
、
国
境
守
備
隊
は
二
十
年
四
月
南
下
、
山
に
陣
地
を
構
築

を
し
た
。
日
ソ
開
戦
直
前
の
関
東
軍
に
は
居
留
民
を
守
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
国
境
に
は
多
く
の
開
拓
団
が

存
在
し
て
い
た
。
若
い
男
子
は
軍
隊
に
動
員
さ
れ
、
残
る
老
人
、

女
子
、
子
供
の
多
く
が
家
や
財
産
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
ほ
ん

と
う
の
意
味
の
敗
戦
の
悲
惨
さ
を
な
め
つ
く
し
た
の
は
居
留
民

（
開
拓
団
）
の
人
々
で
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
。

毎
年
夏
と
も
な
る
と
、
広
島
、
長
崎
で
は
盛
大
な
原
爆
慰
霊

祭
が
行
わ
れ
る
。
各
新
聞
と
も
そ
ろ
っ
て
原
爆
の
特
集
記
事
を

掲
載
す
る
。
原
爆
被
害
者
で
あ
る
日
本
国
民
が
被
爆
者
の
霊
を

と
む
ら
い
、
原
爆
の
悲
惨
さ
を
思
い
お
こ
し
、
こ
れ
を
内
外
に

訴
え
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
私
も
国
民
の
一
人
と
し
て
心
か
ら

賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
広
島
、
長
崎
で
死
亡
し
た
人
と
少
な
く

と
も
同
じ
く
ら
い
、
否
こ
れ
以
上
の
数
の
日
本
人
が
シ
ベ
リ
ア

の
荒
野
に
斃
れ
て
お
り
、
満
州
な
ど
を
含
め
れ
ば
か
な
り
の
数

に
達
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
前
者
は
戦
争
中
の
出
来
事
で
あ

る
の
に
対
し
、
後
者
は
国
の
た
め
に
日
本
が
降
伏
し
た
後
の
残

酷
な
る
事
件
の
結
果
で
あ
る
。
原
爆
被
爆
者
の
霊
を
丁
重
に
と

む
ら
う
こ
と
が
国
民
の
義
務
で
あ
る
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
い
ま

だ
シ
ベ
リ
ア
に
眠
る
数
万
人
の
御
霊
に
対
し
て
遥
か
に
そ
の
冥

福
を
祈
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
　
　
合
掌



【
執
筆
者
の
紹
介
】

住
所
　
広
島
県
佐
伯
郡
大
野
町
丸
石
二
―
三
―
七

部
隊
名
は
旧
満
州
虎
頭
第
四
国
境
守
備
隊
　
第
三
四
七
部
隊

編
成
に
よ
り
、
新
部
隊
は
第
百
二
十
二
師
団
工
兵
隊
（
部
隊
名

は
忘
却
）

帰
国
　
昭
和
二
十
二
年
七
月
二
十
八
日
ナ
ホ
ト
カ
引
揚
船
第
一

大
拓
丸
に
て
舞
鶴
港
上
陸
。

（
広
島
県
　
山
田
浩
造
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
記
　 広

島
県
　
稲
村
香
　 

一
、
経
歴

昭
和
十
七
年
十
二
月
十
日
、
現
役
兵
と
し
て
第
三
十
九
師
団

（
藤
部
隊
）
師
団
通
信
隊
要
員
で
西
部
第
二
部
隊
（
広
島
）
に

入
隊
。
十
二
月
十
七
日
夜
半
、
広
島
東
練
兵
場
を
出
発
、
下
関
―

釜
山
―
奉
天
―
天
津
―
南
京
か
ら
揚
子
江
を
上
り
、
漢
口
よ
り

行
軍
で
中
支
最
前
線
の
湖
北
省
当
陽
藤
部
隊
師
団
通
信
隊
に
入

隊
。昭

和
二
十
年
三
月
襄
樊
作
戦
を
も
っ
て
百
三
十
二
師
団
（
新

輝
部
隊
）
と
交
代
、
藤
部
隊
は
本
土
防
衛
軍
と
し
て
済
州
島
に

転
進
す
る
命
を
受
け
五
月
初
旬
当
陽
を
出
発
、
八
月
初
め
満
州

奉
天
に
到
着
し
た
が
、
時
既
に
遅
く
、
新
京
防
衛
軍
と
し
て
満

州
に
留
ま
る
こ
と
に
な
り
終
戦
を
迎
え
た
。

二
、
強
制
連
行

終
戦
後
武
装
解
除
、
四
平
街
市
楊
木
林
の
元
戦
車
学
校
に
集

結
、
十
月
初
旬
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
東
京
ダ
モ
ー
イ
」
の
言
葉
に

半
信
半
疑
、
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
黒
河
か
ら
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン

ス
ク
に
渡
河
、
真
夜
中
に
汽
車
に
乗
せ
ら
れ
た
。

行
き
先
は
定
か
で
な
い
が
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
中
継
し
て
内
地

に
帰
れ
る
の
で
は
と
の
思
い
も
残
っ
て
い
た
が
、
月
の
光
で
大

河
の
流
れ
、
月
の
沈
む
方
向
な
ど
で
判
断
す
る
に
、
ど
う
も
西

方
へ
進
ん
で
い
る
よ
う
で
、
戦
友
た
ち
の
口
数
も
少
な
く
な
っ

た
。長

い
シ
ベ
リ
ア
の
一
夜
は
一
睡
も
せ
ず
に
後
方
の
空
が
白
ん

で
、
帰
れ
る
夢
は
完
全
に
消
え
去
っ
た
。
白
樺
の
林
が
行
け
ど

も
行
け
ど
も
続
く
シ
ベ
リ
ア
の
広
野
に
沈
む
夕
陽
、
そ
っ
と




